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国宝 土偶／函館市縄文文化交流センター 函館市大船町／史跡 大船遺跡函館市大船町／史跡 大船遺跡

「縄文」と聞いて、皆さんは何をイメージしますか？

様々な文様がついた土器や土偶でしょうか。
はたまた、食べるものや着るものを自分たちで調達する、
自給自足のライフスタイルでしょうか。
遠い昔というだけで何のイメージもわかない、
そんな方もいると思います。

日本列島に生きた縄文の人々は、自然と調和した生活を営み、
1万年以上続いた世界に類を見ない文化を育みました。

このスタイルブックでは、縄文時代のライフスタイルから、
「食」と「ものづくり」、そして「自然」をテーマとして、
道南で活躍する各分野の達人の皆様からお話を伺い、
現在の私たちの生き方のヒントともなる縄文の知恵や魅力に迫ります。

これまで縄文に興味のなかった方にも、
学生時代から歴史が苦手という方にも、
気軽に縄文の世界に触れていただきたいと思います。

ようこそ、縄文ワールドへ！
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食と縄文

海を越えたクリ。

ロマンをたっぷり込めた縄文ビール誕生秘話。

北海道・北東北の縄文遺跡群が世界遺産に

登録されたのが、2021年7月のこと。世界遺産

登録に先がけて、縄文人の生活を支えたクリ

にこだわった「縄文ビール」の開発を進めて

いたのが、クラフトビール醸造所併設のレスト

ランEndeavor（エンデバー）だ。

「実際は酒類のカテゴリー上発泡酒扱いにな

るので、瓶詰めでの販売第1弾は、「縄文

MINORI（ミノリ）」で2023年5月から販売を

開始します」そう語るのが、Endeavorを運営

する株式会社アドバンス函館支店長の金子

さんだ。ここでは便宜上、縄文ビールと呼ばせ

てもらう。

縄文ビール開発のきっかけは、“縄文の心でひ

ととまちをつなぐ”をコンセプトに、縄文の魅力

を発信している有志団体「縄文DOHNANプロ

ジェクト」の懇親会だった。メンバー同士で何

気なく話している中で、「縄文ビール」という

ワードが出てきた。アイディアがいくつか出てき

たが、縄文時代から食べられていたクリを原材

料にという声に多くのメンバーが賛同した。

「調べてみたところ、クリは縄文以前北海道に

自生しておらず、津軽海峡を渡って北東北から

持ち込まれたということが分かりました。縄文

時代から、道南と北東北に暮らす人 が々津軽

海峡を越えて交流していたということに雄大な

ロマンを感じました」と金子さんは語る。

「縄文ビールには、海を渡ってきたクリという縄

文人の海洋ロマンが詰まっています。縄文のス

トーリーを感じながら縄文ビールを楽しんでい

ただきたい」あなたも、縄文ビールから壮大な

縄文の歴史に触れてみませんか。

縄文人が作り出した土器や土偶などの美的センスは、世界にも大きな
インパクトを与えています。日本人の立ち返るべき文化的価値観として
縄文文化があるのではないでしょうか。
便利な現代社会を生きる私たち現代人にとって、
縄文時代の精神性を学ぶ価値は大いにあると考えます。

金子さんが読みとる

縄文からのメッセージ

縄文ビール縄文ビール

PROFILE
横浜市出身。
小学生の時に、函館に移住。
乳業メーカーでの勤務を経て、
株式会社アドバンスに入社。
2020年から縄文ビールの開発に着手し、
同年5月からアドバンスが運営する
「Endeavor」にて量り売りでの販売を開始。
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知れば知るほどおいしい。

縄文時代に思いを馳せる縄文会席。

道南の秀峰駒ヶ岳。この山は縄文人にとって

特別な存在であったと考えられており、森町に

ある鷲ノ木遺跡からは、立冬が近づくと駒ヶ岳

頂上付近に朝日が昇る神 し々い様子が見られ

る。そんな地で誕生したのが「世界遺産グルメ

縄文会席」だ。縄文人が食べていたと言われる

食材を使い、現代の調理方法を駆使して仕立

てられた和食会席で、函館大沼プリンスホテ

ルの料理長 杉村直紀さんが企画した。

杉村さんは、札幌の専門学校を卒業後函館

大沼プリンスホテルに就職し、料理人として働

くなかで縄文という遺産を知ったという。

「国宝・中空土偶の精巧さや、縄文時代には

大きな争いがなかったことを知って、洗練され

た文化だったということに気づかされました」

縄文会席の企画にあたり、改めて縄文を学び

直した杉村さん。知れば知るほど縄文の魅力

にはまり、想像は膨らんだという。

「多様な自然環境を背景とした四季折々の食

材や、土器の発明により調理方法が飛躍的に

増えたことを考えると、縄文時代の食事は私た

ちの想像よりも豊かだったかもしれません」

杉村さんの想像はそこからまた一歩先へ進む。

「縄文時代の生活を想像するに、生きるために

食べるということが大きなウェイトを占めてい

たと思いますが、食べるのをためらうような見

た目をした食材も食べていて、食に対する好奇

心が旺盛だったと考えることもできるのでは

ないでしょうか。そう考えると、現在の私たちの

食環境は縄文人が切り開いてくれたとも言え

るかもしれませんよね」

縄文会席を食べていただいたお客様には、現地

にも足を運んでほしいという。「縄文のストー

リーとセットで食事を楽しむことによって、身体

も心も満たされると思います」縄文会席は、

遺跡や博物館とセットでどうぞ。

縄文からは、地産地消や食品ロスといった、
現代の食にまつわる課題・問題に対する解決のヒントが見つかるはず。
縄文時代の食環境に思いを馳せつつ、
現在の私たちの豊かな食環境に感謝の気持ちをもちたいですね。

PROFILE

語り手01

壮瞥町出身。
札幌の調理師専門学校卒業後、
函館大沼プリンスホテルに就職。
2021年から料理長に就任。
これまでに世界遺産グルメ縄文会席をはじめ、
アイヌ伝統料理を現代風にアレンジした
メニュー開発などに携わる。

食と縄文

杉村さんが読みとる

縄文からのメッセージ

縄文会席縄文会席

縄文コラム

グルメな縄文人
食料の季節変化を表した縄文カレンダー
（小林達雄氏の創案図をもとに作成）

縄文人は、海、川、そして山から、季節毎に旬
の食材を調達していました。
北海道太平洋岸の縄文人は、他の地域の
縄文人と比べ、山の幸より海の幸を多く食
べていたようで、バフンウニやマグロなども
食べていました。
食べることは生きること。縄文時代は現代と
比べものにならないほどサバイバルな生活

だったと思われますが、現代の私たちと
同じで、美味しい食事が一日の楽しみ
だったのかもしれませんね。

ちょこっ
と



失敗を恐れず、まずは何でもやってみる。

それって縄文時代も一緒では？
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陶芸家として七飯町に工房を構える藤吉大志

さんは、なぜだか昔から縄文時代には親しみ

を覚えていたそう。「教科書が嫌いで歴史も

苦手だったけれど、縄文時代は昔から好きで

した。自給自足の生活や陶芸家という職業な

ど、今の自分につながる何かを縄文から感じ

取っていたのかもしれませんね」

藤吉さんは縄文土器に対して、一陶芸家とし

て尊敬の念を抱くという。「時間のかけ方が

すごい。時期によってはかなり大型の土器も

あって、相当な時間をかけて制作していたのだ

ろうと思います。現代の私たちの時間感覚とは

かなり異なった次元で生活していたのではな

いでしょうか。土器を作るという作業自体に楽

しさを見いだしていた、そんなパワーを感じる

土器もありますね」と語ってくれた。

藤吉さんには陶芸家の他に、放課後児童クラ

ブの運営者としての顔もある。北斗市市渡に

ある「かやぶきの家 まねきや」で、十数名の

子どもを預かっている。藤吉さんがまねきやで

大切にしていることが、最初から最後まで可能

な限り全ての工程を自分でやってみるという

こと。野菜や果物、家に飾る置物、そしてなんと

竪穴住居まで。これら全部、皆で手作りして

いるそう。

「竪穴住居は、作り方を調べずにえいやっ！

で作り始めました」そんなやり方だから、失敗

もつきもの。「縄文人も何かモノを作る時には、

きっと失敗の連続だったと思います。そこから

知見やノウハウを得ていた。失敗から学ぶこと

が大事、ということは縄文時代も現代も変わら

ないのではないでしょうか」まねきやは失敗が

許される場所。ここにも、縄文の精神が息づい

ている。

縄文時代の人たちは、自分のノウハウやスキルを自分だけで抱え込むの
ではなく、積極的に周囲とシェアしていたのではないでしょうか。
今自分ができる最善を皆で共有する。
そこには、現代にもつながる豊かさの本質があるような気がします。

藤吉さんが読みとる

縄文からのメッセージ

PROFILE
福岡県出身。
2010年から栃木県市貝町に移住し、
陶芸家 小林白兵衛に師事。
2014年に妻の出身地である北海道へ移住し、
作陶を続ける。
かやぶき屋根の古民家を借り受け、
2020年から「多世代型放課後クラブ
『かやぶきの家 まねきや』」をオープン。

まねきやで作った竪穴住居まねきやで作った竪穴住居
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土器を作り続けて25年。

理想の土器づくりはこれからも続く。

世界遺産の大船遺跡でガイドとして活躍する

大宮トシ子さんは、数十年の長きにわたり縄

文に携わり、多くの方々に縄文の魅力を伝え

続けてきた。縄文に触れたきっかけは、遺跡発

掘のアルバイト。「もともと縄文に興味を持って

いたわけではありませんでした。友達に誘われ

たので軽い気持ちではじめてみたら、どんどん

縄文の魅力にはまっていきました」

発掘の作業では、縄文人が作った土器のかけ

らを取り上げ、よく観察して、もとの形に復元し

ていく。この作業の中で、縄文人はどのように

土器を作ってどのように使ったのかを考えるよ

うになったという。「ある日、指の痕がついた土

器を見つけました。その土器を観察していると、

ふと縄文人も自分たちと同じだと感じました。

遠くに感じていた縄文人をぐっと身近に感じる

体験でした」そのうちに大宮さんは、自分でも

土器を作ってみたいという欲求に駆られるよう

になる。その想いと時を同じくして発足したの

が縄文文化の普及を目的に設立された北の

縄文CLUBだ。大宮さんは会員番号１番。

CLUBの仲間内で土器を作ってみたのが、大

宮さん初めての土器作り。「最初は手伝っても

らいながら作り上げましたが、完成したときに

はとてもうれしかった。土器を焼く野焼きも

初めての体験。炎の勢いがすごくて、髪の毛は

焦げるし、顔も真っ赤になって大変だったけど、

それも楽しかった」

初めての土器作りから２５年。理想の土器を

目指して毎年欠かさずに土器を作っているが、

それでも縄文人には敵わないという。「自分で

土器を作る度に、縄文人のすごさを感じます」

大宮さんの土器づくりはこれからも続く。

野焼きの様子（撮影：山田貴久）野焼きの様子（撮影：山田貴久）

縄文時代の人たちが作った土器や道具をよく観察すると、
どれも丁寧に作っていることに気づきます。
地に足が着いた生活をしていた人たちが
多かったのではないでしょうか。

大宮さんが読みとる

縄文からのメッセージ

PROFILE
旧南茅部町（現在の函館市）出身。
1994年から南茅部町埋蔵文化財調査団
作業員として、2011年8月まで遺跡発掘に従事。
同年10月からは
函館市縄文文化交流センターで勤務。
2009年から北の縄文CLUB会長に就任。
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博物館に展示している縄文時代の出土品
は、あたり前のことですが縄文人が手作りし
たものです。
生きるため必要に迫られて作った弓矢や釣
針、装身具として作った耳飾りや櫛、土偶の
ような、どのような用途で作成したか分から
ないモノもありますし、生活に必要だった土
器だって、煮炊きに使うだけであれば周りの
文様は必要ないはず。縄文人は何を思って

モノを作っていたのか、そんな想像をしながら
博物館の展示品を見てみてください。
縄文人の息遣いを感じ取ることができるかも
しれません。

①土偶の顔
　（木古内町郷土資料館いかりん館）
②人面装飾付異形注口土器
　（北斗市郷土資料館）
③帯留め様土製品
　（知内町郷土資料館）
④土偶（松前町郷土資料館）

① ②

③
④

縄文コラム
ちょこっ

と

縄文人の手しごと

道南の出土品道南の出土品
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自然
と縄文縄文人は自然と共に生きた先輩。

その知恵や技術は今も、そしてこれからも。

HAKODATE ADOVENTURE TOURの中田

弥幸さんは、函館の奥座敷、湯の川温泉の近

くを流れる汐泊川（しおどまりがわ）でカヌーツ

アーを行い、函館の自然の魅力を伝えている。

実はこの汐泊川、付近に多数の縄文遺跡が

見つかっている。「縄文人がこの地を拠点とし

たのは生活が成り立ったから、つまり食料が

豊富に取れたからだと思います。縄文人も今

の自分と同じような景色を見ながら生活して

いたと思うと感慨深いですね」

中田さんのツアーに参加すると、動植物の生

態や自然の不思議について様々な話を聞く

ことができるが、そこに「縄文」というワードも

飛び交う。「例えばですが、縄文時代は海水面

が今よりも高かった。川も生き物で、毎日流れ

も変わるし、水量も変わる。縄文人はそういっ

たことも分かった上で、高台に集落を構えてい

ました。といった具合に、汐泊川の自然を解説

していると、自然と話は縄文につながります」

縄文人が自然と共生したということは博物館

で知識として学べるが、フィールドに出ると生き

た知恵として吸収できる。「自然を相手にして

いると、毎日が試行錯誤の連続。そんなとき

に、きっと縄文人もこんなふうに工夫して生活

していたのかなと感じる瞬間がたくさんあり

ます」

中田さんは今、この環境を次世代に引き継ぐ

ことの難しさを感じているという。「地元のこと

を自慢できる、誇りに思っている、そんな子ど

もたちをもっと増やしていきたいです。そのた

めには地元を知ることが第一歩。小さい頃か

ら自然に触れることで、様 な々気づきを得てほ

しいし、豊かな感性を育んでほしい。この地で

縄文の時代から受け継がれてきた知恵や技

術を次世代に繋げていきたいです」

狩りをして捕らえた動物は、肉だけでなく骨や皮まで利用していた縄文人。
使えるところだけ取って捨てるというやり方ではなく、
自然に感謝する精神を強く感じます。

中田さんが読みとる

縄文からのメッセージ

汐泊川でのカヌーツアー汐泊川でのカヌーツアー
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PROFILE
函館市出身。
高校時代に大沼でカヌーと出会う。
2020年に
HAKODATE ADOVENTURE TOURを開業。
函館市内を流れる2級河川「汐泊川」を拠点に
函館の自然の魅力を発信しながら、環境保護
や防災活動なども積極的に行っている。
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自然
と縄文 自然が作り出す造形は縄文時代も同じ？

縄文人の美的センスはどこから・・・

「ロックウォーキングをすれば縄文人を疑似

体験できます」ロックウォーキングという聞き

慣れない言葉で縄文について語ってくれたの

は、函館市南茅部地区在住の山田貴久さん。

ロックウォーキングとは平たく言うと、潮が引い

た海岸の岩場を歩くということだそう。

山田さんは世界遺産の大船遺跡・垣ノ島遺跡

を有する縄文のふるさと南茅部の生まれ育ち

だが、その価値に改めて気づいたのは、道外で

の仕事を経て南茅部に戻ってきてからだった。

「様々なクリエイターと一緒に仕事をして自分

自身のものの見方も変わってきた中で、なじみ

深い地元の縄文を見つめ直してみると、その

芸術性の高さに驚かされました。それと同時

に、縄文人の美的センスはどこから来たのかと

いうことに疑問を持ちました」

その疑問がロックウォーキング

によって解決したという。「ある

日、ロックウォーキングをしてい

てふと、縄文人の美的センス

は自然と向き合う中で培われ

たのではないかと感じました。海岸を歩いてい

ると、波に浸食された岩場や打ち上げられた

魚や貝など、様々なものが目に飛び込んでき

ます。そこに見る造形が縄文土器などのデザ

インに類似しているんです。縄文人はそれらを

見て想像力を働かせてインスピレーションを受

けていたのではないでしょうか」

縄文人にとって創作物のモチーフとなってい

たかもしれない自然だが、もちろんたくさんの

危険も潜んでいる。「ロックウォーキングをして

いると多少危険な場所もあります。縄文人は

そういった危険も察知しながら日々 自然に分け

入ったのだと思います」自然と真剣に向き合う

ことで、縄文人の感性の一端に触れることが

できるかもしれない。

縄文遺跡や遺物に見る縄文人の感性。
自然を敬い、畏れる。生活の糧、恵みを与えてくれる一方、時に牙をむく
自然とどのように向き合ったかを考えることは、
自然災害が多くなってきた現代社会に必要なことではないでしょうか。

山田さんが読みとる

縄文からのメッセージ

PROFILE
旧南茅部町（現在の函館市）出身。
新横浜ラーメン博物館で企画運営等に従事し
た後、2011年南茅部地区にUターン。
ホテル函館ひろめ荘で土日祝限定で提供して
いる縄文拉麺の開発や、縄文とテクノ音楽を
融合したライブイベントの開催等、縄文に関する
企画を多数実施している。

ロックウォーキングの様子ロックウォーキングの様子
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縄文人は自然の恵みに支えられながら生活
していました。しかし自然は時に猛威を振るい
ます。1万年以上に渡る縄文時代のなかでは、
寒冷化で人口が減少し、集落が縮小・分散し
た時もありました。そのような困難に直面した
縄文人は、分散した集落の結びつきを強める
ため、複数の集落が協力して、環状列石のよ
うな共同の祭祀場や墓地を構築して、維持・

管理しました。技術が進歩した現代におい
ても、私たちは自然に生かされています。
自然を敬い、その変化に適応した縄文人か
ら学ぶことはたくさんあります。

北海道最大規模の環状列石を伴う
史跡 鷲ノ木遺跡
（出典：JOMON ARCHIVES）

縄文コラム
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縄文人と自然環境
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